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　九六位山峠（くろくいさんとうげ）から
サクラ並木（なみき）を登りつめると九六
位駐車場（ちゅうしゃじょう）につきます。
駐車場の南側にある経塚遺跡（きょうづ
かいせき）は、シイの森で、森の中では、
ウグイスやメジロなどの野鳥の鳴き声が
一年中楽しめます。
　駐車場の北側は、石段となっていて、
円通寺（えんつうじ）の参道となってい
ます。参道の左側には市の名木である

イチョウ・カヤなどの大木があります。
　円通寺の西側は、散歩道となっていて、
モウソウチク林やコジイ林の中を20分ほ
ど歩くと九六位キャンプ場につきます。
キャンプ場は緑のじゅうたん状の草原と
なっており、春から秋まで、それぞれ季節
の野草の花を観察することができます。
　また、チョウ・バッタ・トンボなどの昆
虫類も多く、豊かな自然を楽しむこと
ができます。
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　高尾山（たかおやま）自然公園は、大分
市中央部北寄りの丘（おか）にあります。こ
の丘に以前からあった森林に道をつくり、
新たな植えこみをしてみんなの散策（さん
さく）によい場所としています。
　観察コースにそって歩くと、コジイのよう
な常緑広葉樹（じょうりょくこうようじゅ）の
林、冬に葉を落とすコナラのような落葉
広葉樹（らくようこうようじゅ）の林、これら
の林にヒノキやスギなどを交えた林など

が見られます。
　園内には、林の中の背（せ）の低い木や
下草が切り取られて、自然の林の様子が
見られない所もあります。しかし、それぞれ
の林にはそこに適した生物が生活してい
るので、こずえから地面まで気をつけて観
察しましょう。
　また、木の実（どんぐりなど）の違（ち
が）い、林の種類によるきのこの違い、季
節による木の葉色の変化（紅葉（こうよう）
など）、梅雨（つゆ）、真夏や秋の動物の種
類や動きなどにも目を向けると、より楽しい
自然観察ができるでしょう。

OITA 自然観察ガイド　【フィールドストーリー】 大分市では、豊かな自然が残り、さまざまな生きものを観察できる
コースを「ＯＩＴＡ自然観察ガイド」としてまとめています。
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